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電子図書館で提供しているコンテンツには，
（1） 学内生産資料（学位論文等）
（2） 学内収集資料（貴重書）
（3） 電子ジャーナル
がありますが，今回は学内生産資料の入力状況に
ついてご紹介します。附属図書館は電子図書館で
発信するコンテンツとして学内で生産される研究
成果を特に重視しています。学内の研究者のご協
力をいただいて，平成 9 年からの 5 年間で1,300
件以上の研究成果を電子化してきました。
学内生産資料は
（1） 学位論文（約900件）
（2） 科研費による研究成果報告書・特別プ
ロジェクト等の報告書（約200件）
（3） 紀要（51誌）
（4） シラバス等の学事報告書（約170件）
からなります。これらの電子化作業は館内で次の
ような手順により行っています。
１ 電子化作業の実際
（1）目次入力
まず目次を入力します。紀要類は論文単位，学
位論文等は原則として章単位で目次情報を入力し
ています。
（2）スキャニング・画像編集
スキャナで各ページの画像を読み取ります。電
子化作業のために余分に資料を提供していただ
き，資料の背を裁断して 1 枚ずつに切り離し，オ
ートシートフィーダにかけてスキャンします。裁
断用の資料がない場合は上向きスキャナで原本を
1 ページずつスキャンしていきます。学位論文に
は200～300ページに及ぶものが多数ありますの
で，たいへん根気のいる作業です。画像の解像度
は100～200dpi，256階調のグレースケールで読み
込みます。個々の資料の印刷や紙質の状態により，
最適な読み取りの設定が異なるので，満足な結果
が得られるまで何度かプレスキャンを繰り返しま
す。スキャン後に再度画像を確認し，不具合があ
れば画像編集ソフトでマスキング・トリミング処
理を行います。また，色刷りのページが含まれて
いる場合は，その部分のみカラースキャナで読み
取り，後でモノクロページと合成します。
（3）フォーマット変換
読み込んだ画像は 1 ページ 1 ファイルのTIFF
形式で保存されていますので，先に作成した目次
の単位にまとめてPDFファイルに変換します。作
成したPDFファイルは画像蓄積サーバに転送し，
一つの資料ごとに一つのディレクトリを作成し，
その下にまとめてPDFファイルを置きます。
（4）画像登録
次に画像ファイルと目次情報の関連付けを行う
ためのページ情報ファイルを作成します。その後
画像登録ツールを用いて画像とページ情報ファイ
ルを検索用のディレクトリに置いて一連の作業が
終了します。
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コンテンツ（学内生産資料）の入力状況
オートシートフィーダ付スキャナ（上）と
上向きスキャナ（下）によるスキャニング
２ データの品質・作業効率向上のために
現在のところ，目次作成・スキャニング・画像
ファイル作成・ページ情報ファイル作成等の各工
程を一貫して行うことのできるシステムがなく，
これら一連の作業手順を習得するにはかなりの時
間がかかります。平成14年 1 月に更改される新電
子図書館システムは，コンテンツ登録の裏方であ
る入力システムにも配慮されたものとなっており
効率アップが期待できます。今まで試験的に行っ
てきたOCRによる全文検索用テキストデータの
作成も本格的に開始する予定です。
また，このような労力と時間をかけて作成して
いるにも拘わらず，現在提供している画像データ
の品質はかならずしも満足のできるものではあり
ません。電子ジャーナル等の電子テキストから作
成されるPDFデータと比べるとその差は歴然とし
ています。電子媒体で研究成果を提供してくださ
る方もいらっしゃいますが，まだごく僅かです。
使い勝手の向上・作業の効率化という面からも優
れていますので，今後は電子媒体でのデータ提供
の促進を図っていきたいと考えています。
３ コンテンツの充実へ向けて
学内の研究成果は研究者の協力を得て電子図書
館に登録していただいていますが，電子図書館の
存在が十分に認識されているとは言い難く，待っ
ているだけではなかなか登録件数は増えません。
このため，附属図書館では著作の種類ごとに登録
促進のためのアクションプランを実施しています。
学位論文については，毎年300件以上の博士の
学位が授与されていますが，電子図書館に登録申
請されているのはその半数程度です。学位論文審
査願とともに電子図書館への登録申請書を渡して
もらうよう学内関係者に依頼したり，学位記授与
式会場で申請書を配布して学位記授与者に登録の
呼びかけを行ったりして登録件数の増加を図って
います。過去分については学位記授与者に依頼文
書を送付した結果，約400名の方に登録していた
だくことができました。今後はさらに登録率をア
ップさせるために指導教官の方々との連携も深
め，登録のためのシステム作りも必要と考えてい
ます。
プロジェクトや科研費による研究についても，
毎年研究代表者に依頼文書を送付し，登録をお願
いしています。しかしながら，理系の論文は学会
誌に発表済の（＝著作権が学会に譲渡されている）
ものが多く，せっかく電子図書館に登録申請して
いただいても全文の公開が難しいことがあります。
文系の場合は，出版社から刊行されているので抄
録部分のみ公開という条件つきで登録申請される
ことがあります。
紀要については，本学では100種類以上のタイ
トルが発行されていますが，原文が電子化されて
いるのは，現在のところその半数です。紀要原文
の電子化については，執筆者全員の著作権上の許
諾が必要なため，バックナンバーに遡って行うこ
とは困難です。新しく発行される号から始めて，
徐々にタイトルを増やしていきたいと考えていま
す。
附属図書館では電子図書館へ研究成果を登録す
ることの意義をご理解いただき，ひとりでも多く
の方に登録していただきたいと願っています。研
究成果の登録申請はいつでも受け付けております
のでご連絡ください。
＊お問い合わせ先：電子情報係（内線2470）
メールアドレス：voice@tulips.tsukuba.ac.jp
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